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別紙 

 

 本県の海岸行政の推進につきまして、平素より格別のご協力を賜り厚く御礼申し上げま

す。 

 意見照会のありました、「千葉港海岸直轄海岸保全施設整備事業」の予算化について、 

格別なご配慮を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

なお、本事業は下記の点から必要不可欠であり、船橋市をはじめ地元からも強い要望が

あることから、確実に令和４年度の新規事業化を図っていただきますよう、お願いいたし

ます。 

記 

千葉港海岸船橋地区は、ゼロメートル地帯を抱える背後地に、住宅地や企業が集積して

いるほか、市役所や消防署など重要な公的施設、千葉や成田空港と都心を接続する重要交

通網が存在しており、一度浸水すると広域かつ甚大な被害が発生するとともに、復旧まで

に相当な時間を要することとなります。 

当該地区の海岸保全施設の多くは、昭和４０年代に築造されたため施設の老朽化が進む

ほか、耐震性の不足や施設の天端高さも確保されておらず、頻発化・激甚化する風水害や、

国土強靱化基本計画において切迫性が指摘されている首都直下地震に伴う津波に備えた 

防護機能の確保が喫緊の課題となっております。 

このような中、地元では地域住民による「船橋地区海岸保全施設耐震化促進協議会」が

設立され、防災・減災についてのシンポジウムが開催されるなど、地域の関心が非常に  

高まっており、早期の改修が求められております。 

しかしながら、施設の改修にあたっては、直背後に住宅や企業が密集した狭隘な場所で

の施工となることに加え、水門については船舶等の交通量も多く、年間稼働日数が２００

日以上となる状況下での整備となり、規模が著しく大きく、かつ、高度な技術を要するた

め、直轄による事業実施が不可欠です。 

 本県といたしましても、本事業の推進にあたり地元調整に万全の協力をさせていただく

とともに、本事業と連携した県事業の推進にも努めてまいります。 

 


